
六ヶ所再処理工場及びＭＯＸ燃料工場の現状について 

 
１．再処理工場の現状について 
（１）工程 
・アクティブ試験：平成 18年 3月 31日開始 
・しゅん工   ：平成 21年 8月予定 

（２）平成 21 年度の再処理計画 

・ 平成 21 年度は、約 160 トン U の使用済燃料を再処理する計画。この結果､
約 0.9トンの核分裂性プルトニウムを回収する見込み。（下表参照） 

再処理量 核分裂性プルトニウム回収量 

約１６０トン U 
北海道電力 約 １４トンＵ 
東京電力 約 ６１トンＵ 
中部電力 約 １６トンＵ 
北陸電力 約  ３トンＵ 
関西電力 約 １２トンＵ 
中国電力 約 １１トンＵ 
四国電力 約 １９トンＵ 
九州電力 約 １８トンＵ 
日本原電 約  ５トンＵ 

約０．９トン 

（四捨五入の関係で、足し算が合わない場合がある）   
・ 平成 20年度末において、約 425トン Uの使用済燃料を再処理し、約 2.3ト
ンの核分裂性プルトニウムを回収する見込み。（次ページ参照） 

 
２．ＭＯＸ燃料工場の現状について 
（１）工程 
・しゅん工：平成 24年 10月予定 

なお、着工およびしゅん工時期については、安全審査の状況を踏

まえ検討を行う。 
（２）概要 
・最大加工能力 130 トンＨＭ／年。（ＨＭ：ＭＯＸ燃料中のプルトニウムとウ
ランの金属成分の重量） 
・再処理工場のウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋の南側に設置。 
・原料ＭＯＸ粉末は、再処理工場のウラン・プルトニウム混合酸化物貯蔵建屋か

ら受け入れ。 
（３）現状 
・平成 17年 4月20日に核燃料物質加工事業許可申請（平成19年 2月20日、5
月 18日、および平成 20年10月 7日に補正）を行い、現在、二次審査中。 
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（参考） 

 
 
 

 平成18年度～平成20年度における使用済み燃料の再処理量および回収される核分

裂性プルトニウム量を以下に示す。 

 

 再処理量（トンＵ） 核分裂性プルトニウム回
収量（トン） 

平成 18 年度 約１４０ 約０．７ 

平成 19 年度 約１８１ 約１．１ 

平成 20 年度 約１０４ 約０．５ 

合計 

（平成 20 年度末） 
約４２５ 約２．３ 

           
 
 

 
 


